
https://www.youtube.com/user/koganeishigikai
市議会の本会議・委員会等の様子をYouTubeで配信しています。

本
補
正
予
算
は
、
一
般
会
計
予
算
を

30
億
９
千
881
万
８
千
円
増
額
し
、
補
正

後
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
を
544
億
７
千

526
万
５
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。
こ
の

補
正
予
算
に
は
、
国
の
補
助
金
を
活
用

し
た
次
の
経
費
等
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

▼
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る
臨

時
特
別
給
付
金
（
16
億
３
千
860
万
円
）

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
対
し
て
、
１

月
下
旬
に
支
給
案
内
を
送
付
し
、
２
月

下
旬
に
１
世
帯
当
た
り
10
万
円
を
支
給

す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
家
計
急
変
世
帯
（
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て

家
計
が
急
変
し
、
住
民
税
非
課
税
の
世

帯
と
同
様
の
事
情
と
認
め
ら
れ
る
世

帯
）
に
対
し
て
は
、
１
月
上
旬
に
事
前

に
周
知
し
、
下
旬
に
申
請
を
受
け
付
け
、

２
月
下
旬
に
１
世
帯
当
た
り
10
万
円
を

支
給
す
る
も
の
で
す
。

▼
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金

（
７
億
５
千
950
万
１
千
円
）

既
に
、
補
正
予
算
（
第
12
回
）
で
措

置
し
て
い
る
５
万
円
と
併
せ
て
、
児
童

手
当
受
給
世
帯
等
に
対
し
て
、
児
童
一

人
当
た
り
10
万
円
を
一
括
し
て
支
給
す

る
も
の
で
す
。

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
会
場
設
営
等
委
託
料
（
１
億
７
千
126

万
５
千
円
）

　

18
歳
以
上
の
市
民
へ
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
追
加
接
種
及
び

５
歳
か
ら
11
歳
ま
で
の
接
種
の
た
め
、

会
場
設
営
の
準
備
等
を
進
め
る
も
の
で

す
。

�

（
2
面
に
審
議
経
過
・
結
果
）

令
和
３
年
第
４
回

　

定
例
会
日
誌

【
11
月
】

29
日　

�

本
会
議
（
議
案
の
審
議
・

委
員
会
付
託
・
採
決
、
陳

情
の
採
決
）

【
12
月
】

２
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

３
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

６
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

７
日　

�

本
会
議
（
一
般
質
問
、
議

案
の
審
議
・
採
決
、
陳
情

の
訂
正
・
委
員
会
付
託
）

８
日　

議
会
運
営
委
員
会

９
日　

厚
生
文
教
委
員
会

10
日　

建
設
環
境
委
員
会

13
日　

総
務
企
画
委
員
会

14
日　

予
算
特
別
委
員
会

15
日　

�

庁
舎
等
建
設
及
び
公
共
施

設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
調

査
特
別
委
員
会

16
日　

�

行
財
政
改
革
推
進
調
査
特

別
委
員
会

17
日　

�

基
本
構
想
審
査
特
別
委
員

会

20
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

総
務
企
画
委
員
会

22
日　

�

本
会
議
（
委
員
会
付
託
案

件
の
採
決
、
議
案
の
審

議
・
採
決
・
委
員
会
付
託
、

議
員
提
出
議
案
の
審
議
・

採
決
、
陳
情
の
委
員
会
付

託
）

本
件
は
、
12
月
22
日
の
本
議
会
に
お

い
て
、
議
員
か
ら
市
長
に
対
し
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
出

て
か
ら
、
市
議
会
は
、
庁
舎
等
建
設
が

市
民
生
活
や
市
財
政
に
与
え
る
悪
影
響

に
対
す
る
懸
念
を
表
明
す
る
と
と
も
に
、

庁
舎
等
建
設
の
基
礎
的
与
条
件
の
見
直

し
を
含
め
て
抜
本
的
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を

図
る
こ
と
等
を
６
回
の
議
会
決
議
で
求

め
て
き
た
が
、
市
長
が
対
応
し
て
こ
な

か
っ
た
た
め
、
中
期
財
政
計
画
（
案
）、

庁
舎
等
建
設
の
時
期
、
抜
本
的
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
な
ど
の
再
検
討
に
つ
い
て
誠
実

な
対
応
を
求
め
て
提
出
さ
れ
た
も
の
で

す
。

（
７
面
に
審
議
結
果
）

令
和
３
年
第
４
回
定
例
会
（
鈴
木
成
夫
議
長
）
は
、
11
月
29
日
に
開
会
し
、
12
月

22
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

市
長
か
ら
提
案
さ
れ
て
い
る
第
５
次
基
本
構
想
・
基
本
計
画
を
基
本
構
想
審

査
特
別
委
員
会
で
審
査
し
て
い
る
中
、
11
月
16
日
の
全
員
協
議
会
で
は
、
市
長

か
ら
新
庁
舎
等
建
設
に
係
る
事
業
費
を
増
額
し
た
中
期
財
政
計
画
（
案
）
が
示

さ
れ
、
議
員
か
ら
市
民
生
活
へ
の
影
響
を
懸
念
す
る
発
言
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

翌
17
日
に
、
16
人
の
議
員
が
「
市
民
と
議
会
の
理
解
を
得
る
ま
で
の
間
、
庁
舎

等
建
設
に
係
る
建
築
確
認
申
請
は
行
わ
な
い
こ
と
を
求
め
る
申
入
書
」
を
市
長

に
提
出
し
た
こ
と
が
表
明
さ
れ
、
11
月
22
日
の
委
員
会
協
議
会
で
は
多
く
の
委

員
か
ら
、
本
議
案
の
審
査
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
旨
の
発
言
が
あ
り
ま
し

た
。
市
長
か
ら
、
同
日
及
び
12
月
17
日
の
委
員
会
で
、
対
応
の
検
討
に
つ
い
て

は
時
間
が
ほ
し
い
旨
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
12
月
20
日
の
委
員
会
協
議
会
で

は
、
市
長
か
ら
ど
の
よ
う
な
対
応
が
必
要
か
を
令
和
４
年
１
月
下
旬
ま
で
に
相

談
さ
せ
て
ほ
し
い
旨
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
議
員
か
ら
「
新
庁
舎
及
び
（
仮
称
）
新
福
祉
会
館

建
設
に
関
し
て
、
西
岡
市
長
に
誠
実
な
対
応
を
求
め
る
決
議
」
が
提
出
さ
れ
、

可
決
し
ま
し
た
。

第
４
回
定
例
会
の
概
要

新
庁
舎
及
び
（
仮
称
）
新
福
祉
会
館
建
設
に
関
し
て
、

西
岡
市
長
に
誠
実
な
対
応
を
求
め
る
決
議
を
可
決

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
14
回
）
を
可
決

新庁舎等建設に関して、市長に誠実な
対応を求める決議を賛成多数で可決

住
民
税
非
課
税
世
帯
・
家
計
急
変
世
帯
に
対
す
る
臨
時
特
別
給
付
金
及
び

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
を
主
な
内
容
と
す
る

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１４
回
）を
可
決

次
の
内
容
で
日
曜
議
会
を
開
催

し
ま
す
。
な
お
、
感
染
症
対
策
の

た
め
、
傍
聴
席
数
を
減
ら
し
て
お

り
ま
す
。
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、

別
室
で
音
声
の
み
の
ご
案
内
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
中
継
・
動
画
配
信
も
行
っ
て
お

り
ま
す
。

日　

時　

�

２
月
20
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら

場　

所　

�

議
場

　
　
　
　
（
市
役
所
本
庁
舎
４
階
）

内　

容　

�

施
政
方
針
に
対
す
る
質

疑

そ
の
他　

�

手
話
通
訳
を
行
い
ま
す
。

日
曜
議
会
を

開
催
し
ま
す

第
５
次
基
本
構
想
・
基
本
計
画
及
び
中
期
財
政
計
画
（
案
）
に

お
け
る
新
庁
舎
等
建
設
に
関
す
る
協
議
の
経
緯
に
つ
い
て

小
金
井
市
農
業
振
興
連
合
会　

第
6
回
農
業
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
議
長
賞
「
弟
と
じ
ゃ
が
い
も
」

令和 3年
第 4回定例会
第277号

令和4年（2０22年）
2月16日発行市議会だより

こがねい
発行：小金井市議会
編集：広報協議会
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11
月
29
日
の
本
会
議
に
お
い
て
予

算
特
別
委
員
会
（
片
山
か
お
る
委
員

長
）
に
付
託
し
、
12
月
14
日
の
委
員

会
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
、
民
間

保
育
所
等
の
衛
生
用
品
の
購
入
等
に

必
要
と
な
る
経
費
を
定
員
数
に
応
じ

て
、
１
施
設
ま
た
は
１
事
業
当
た
り

30
万
円
か
ら
50
万
円
ま
で
を
限
度
に

補
助
す
る
民
間
保
育
所
等
の
感
染
症

対
策
事
業
補
助
金
を
含
む
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
要
す

る
経
費
」（
４
千
526
万
７
千
円
）、
小

金
井
第
一
小
学
校
に
お
い
て
、
令
和

４
年
度
か
ら
学
級
数
の
増
加
に
伴
い
、

校
舎
内
の
教
材
室
等
を
普
通
教
室
と

し
て
活
用
す
る
た
め
、
西
倉
庫
の
屋

上
防
水
、
外
構
・
内
装
等
の
改
修
工

事
を
行
う
「
学
校
施
設
整
備
に
要
す

る
経
費
」（
990
万
円
）、
小
金
井
第
一

小
学
校
、
小
金
井
第
三
小
学
校
及
び

東
小
学
校
の
学
級
数
増
加
に
伴
い
、

特
別
教
室
等
を
普
通
教
室
と
し
て
活

用
す
る
た
め
、
間
仕
切
壁
、
内
装
、

電
気
配
線
等
の
改
修
工
事
等
を
行
う

「
学
校
施
設
維
持
管
理
に
要
す
る
経

費
」（
２
千
175
万
４
千
円
）、
小
金
井 

宮
地
楽
器
ホ
ー
ル
に
お
け
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
の
、
令
和
３
年
度
の
臨
時
休
館
、

定
員
制
限
に
伴
う
利
用
料
金
の
減
額

及
び
キ
ャ
ン
セ
ル
に
よ
る
損
失
等
を

補
償
す
る
「
芸
術
文
化
施
策
に
要
す

る
経
費
」（
978
万
１
千
円
）
な
ど
で

す
。

　

12
月
22
日
の
本
会
議
で
は
、
起
立

採
決
の
結
果
、
起
立
全
員
に
よ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

た
ゆ
久
貴
（
日
本
共
産
党
）

学
校
の
教
室
確
保
整
備
に
つ
い
て

は
、
複
合
化
な
ど
の
検
討
も
含
め
て

適
切
に
行
う
こ
と
を
求
め
る
。

財
政
調
整
基
金
は
今
回
の
取
崩
し

で
、
５
年
後
の
令
和
８
年
度
の
残
高

が
１
億
円
に
な
る
と
い
う
危
機
的
状

況
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

今
後
、
更
な
る
公
共
施
設
整
備
や
市

民
生
活
支
援
な
ど
が
必
要
で
あ
り
、

新
庁
舎
等
建
設
に
123
億
円
も
費
や
そ

う
と
し
て
い
る
こ
と
が
市
財
政
を
圧

迫
し
、
市
民
生
活
支
援
と
両
立
で
き

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
出
現
す
る
な
ど
、

「
第
６
波
」
に
備
え
る
必
要
が
あ
る
。

感
染
抑
止
の
た
め
に
は
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
安
全
に
進
め
、「
大
規
模
・

頻
回
・
無
料
」
の
検
査
体
制
を
確
立

し
、
早
期
に
無
症
状
の
感
染
者
を
発

見
、
隔
離
し
、
早
期
に
治
療
し
て
重

症
化
を
招
か
な
い
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。
そ
の
た
め
、「
い
つ
で
も
、
誰

で
も
、
無
料
で
」
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
し
、
職
場
、
学
校
、

保
育
所
な
ど
で
の
自
主
検
査
を
大
規

模
か
つ
無
料
で
行
え
る
よ
う
に
、
国

が
補
助
を
行
う
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、

賛
成
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

森
戸
よ
う
子
（
日
本
共
産
党
）

自
分
た
ち
の
財
産
を
買
収
さ
れ
、

人
生
設
計
も
変
わ
る
重
大
な
事
業
に

つ
い
て
、
都
市
計
画
決
定
の
建
設
大

臣
（
当
時
）
の
署
名
が
な
い
と
い
う

不
完
全
な
状
況
で
進
め
ら
れ
て
い
る

根
拠
を
示
し
て
、
市
議
会
に
調
査
を

求
め
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
公
文

書
管
理
法
に
は
、
公
文
書
は
、
国
等

の
歴
史
的
事
実
の
記
録
で
あ
る
と
位

置
付
け
、
健
全
な
民
主
主
義
の
根
幹

を
支
え
る
国
民
共
有
の
知
的
資
源
で

あ
り
、
国
等
の
有
す
る
そ
の
諸
活
動

を
現
在
及
び
将
来
の
国
民
に
説
明
す

る
責
務
が
あ
る
と
述
べ
て
お
り
、
市

が
責
任
を
果
た
す
べ
き
で
あ
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

片
山
か
お
る
（
市
民
カ
エ
ル
）

本
陳
情
は
、
３
・
４
・
１
号
線
、

３
・
４
・
11
号
線
の
都
市
計
画
決
定

の
正
当
性
に
も
大
き
く
関
わ
る
。
そ

の
１
は
、
議
会
が
調
査
・
確
認
し
、

結
果
を
広
く
公
表
。
２
は
、
行
政
が

調
査
・
確
認
し
、
問
題
が
あ
れ
ば
基

本
計
画
策
定
や
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
改
定
を
慎
重
に
。
３
は
、
議

会
が
調
査
し
、
都
に
３
・
４
・
11
号

線
の
計
画
の
見
直
し
を
求
め
、
４
は

行
政
に
調
査
と
見
解
の
表
明
を
求
め
、

５
は
、
議
会
の
調
査
で
問
題
が
判
明

す
れ
ば
国
等
に
意
見
書
を
送
る
こ
と

を
求
め
て
い
る
。
決
定
過
程
に
疑
義

が
生
じ
て
い
る
こ
と
は
確
か
な
事
実
。

令和３年度小金井市一般会計補正予算（第１２回） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 即 原案可決

令和３年度小金井市一般会計補正予算（第１３回） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 予 原案可決

令和３年度小金井市国民健康保険特別会計補正予算（第３回） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 予 原案可決

令和３年度小金井市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２回） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 予 原案可決

小金井市下水道条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 建 原案可決

東小金井事業創造センターの指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 総 可　決

小金井市会計年度任用職員の報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 即 原案可決

職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 即 原案可決

小金井市清掃関連施設整備工事請負変更契約について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 即 可　決

令和３年度小金井市一般会計補正予算（第１４回） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 即 原案可決

○：賛成　×：反対　△：退席　－：欠席（病気療養）　議：議長（原則、採決には加わらず）
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果
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議 案 の 審 議 結 果
付託先略称　�即：委員会付託を省略し本会議で採決
　　　　　　総：総務企画委員会　　建：建設環境委員会
　　　　　　予：予算特別委員会

【会派略称】�自：自由民主党・信頼の小金井　　み：みらいのこがねい　　共：日本共産党小金井市議団　　公：小金井市議会公明党　　お：小金井をおもしろくする会　　市：市民といっしょにカエル会
会：こがねい市民会議　　　　　　情：情報公開こがねい　　ネ：生活者ネットワーク　　　　気：元気！小金井　　　　　緑：緑・つながる小金井

　

11
月
29
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

委
員
会
付
託
を
省
略
し
て
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影

響
が
長
期
化
す
る
中
で
、
そ
の
影
響

に
よ
り
苦
し
ん
で
い
る
子
育
て
世
帯

を
支
援
す
る
た
め
、
高
校
生
ま
で
の

子
ど
も
が
い
る
世
帯
に
対
す
る
適
切

な
配
慮
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
、

児
童
手
当
の
受
給
者
等
に
対
し
て
、

児
童
１
人
当
た
り
５
万
円
を
支
給
す

る
「
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給

付
金
給
付
に
要
す
る
経
費
」（
７
億

６
千
335
万
７
千
円
）
の
ほ
か
、
清
掃

関
連
施
設
整
備
事
業
に
つ
い
て
工
期

の
延
長
に
伴
う
諸
経
費
の
増
額
の
た

め
、
債
務
負
担
行
為
と
し
て
、
令
和

４
年
度
ま
で
、
清
掃
関
連
施
設
整
備

設
計
施
工
監
理
委
託
料
は
１
千
159
万

４
千
円
、
清
掃
関
連
施
設
整
備
工
事

は
７
億
９
千
237
万
円
の
限
度
額
設
定

を
行
う
も
の
で
す
。

同
日
の
本
会
議
で
は
、
起
立
採
決

の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

11
月
29
日
の
本
会
議
に
お
い
て
委

員
会
付
託
を
省
略
し
て
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

本
条
例
は
、
東
京
都
に
準
じ
、
会

計
年
度
任
用
職
員
の
期
末
手
当
の
年

間
支
給
月
数
を
０
・
１
月
引
き
下
げ
、

２
・
４
月
に
改
定
す
る
も
の
で
す
。

同
日
の
本
会
議
で
は
、
起
立
採
決

の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

11
月
29
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

委
員
会
付
託
を
省
略
し
て
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

本
条
例
は
、
東
京
都
人
事
委
員
会

勧
告
等
を
踏
ま
え
、
職
員
の
期
末
・

勤
勉
手
当
の
年
間
支
給
月
数
を
０
・

１
月
（
再
任
用
職
員
に
つ
い
て
は
、

０
・
05
月
）
引
き
下
げ
、
４
・
45
月

（
再
任
用
職
員
に
つ
い
て
は
、
２
・

35
月
）
に
改
定
す
る
も
の
で
す
。

同
日
の
本
会
議
で
は
、
起
立
採
決

の
結
果
、
起
立
全
員
に
よ
り
、
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

12
月
22
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

委
員
会
付
託
を
省
略
し
て
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

補
正
予
算
の
内
容
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け

た
世
帯
等
を
支
援
す
る
「
住
民
税
非

課
税
世
帯
等
に
対
す
る
臨
時
特
別
給

付
金
給
付
に
要
す
る
経
費
」（
17
億

７
千
724
万
３
千
円
）
及
び
「
子
育
て

世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
に
要
す

る
経
費
」（
７
億
６
千
104
万
１
千
円
）、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

と
し
て
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
要
す
る
経
費
」

（
５
億
５
千
777
万
２
千
円
）、
現
在

実
施
中
の
マ
イ
キ
ー
Ｉ
Ｄ
の
設
定
支

援
窓
口
の
設
置
期
間
を
令
和
４
年
３

月
末
ま
で
延
長
す
る
「
住
民
基
本
台

帳
事
務
に
要
す
る
経
費
」（
276
万
２

千
円
）
で
す
。

同
日
の
本
会
議
で
は
、
起
立
採
決

の
結
果
、
起
立
全
員
に
よ
り
、
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

渡
辺
ふ
き
子
（
公
明
党
）

始
め
に
、
補
正
予
算
第
13
回
で
は
、

小
金
井
第
一
小
学
校
に
お
け
る
増
改

築
基
本
計
画
策
定
支
援
委
託
料
に
係

る
債
務
負
担
行
為
、
小
学
校
の
学
級

数
増
に
対
応
す
る
た
め
の
施
設
修
繕

費
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
以
降
も
不

足
の
事
態
が
生
じ
な
い
よ
う
取
り
組

む
こ
と
を
求
め
る
。
第
14
回
で
は
、

子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
10
万

円
の
一
括
支
給
を
評
価
す
る
。
ま
た
、

生
活
困
窮
者
や
家
計
急
変
世
帯
へ
の

給
付
金
10
万
円
支
給
な
ど
、
市
民
の

命
と
暮
ら
し
、
子
ど
も
の
健
や
か
な

成
長
と
子
育
て
家
庭
を
支
援
す
る
予

算
で
あ
り
賛
成
す
る
。

な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
を

指
摘
し
、
設
計
の
見
直
し
を
求
め
る

も
の
で
あ
る
。

審
議
し
た
主
な
議
案

令
和
３
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
13
回
）

小
金
井
市
都
市
計
画
の
決
定

過
程
に
問
題
が
な
い
か
調
査

を
求
め
る
陳
情
書
（
そ
の
１
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
に

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
拡
充
を

求

め

る

陳

情

書

令
和
３
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
12
回
）

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

令
和
３
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
14
回
）

小
金
井
市
会
計
年
度
任
用
職

員
の
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び

期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
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○：賛成　×：反対　△：退席　－：欠席（病気療養）　議：議長（原則、採決には加わらず）
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請願・陳情の審議結果
付託先略称　　即：委員会付託を省略し本会議で採決　　
　　　　　　　総：総務企画委員会　　厚：厚生文教委員会　　建：建設環境委員会 

日本政府が核兵器禁止条約の第１
回締約国会議にオブザーバー参加
することを求める意見書提出を求
める陳情書

市議会に対し、日本政府が、第１回締約国会議にオブザーバーとし
て参加し、核兵器廃絶のためのリーダーシップを発揮するととも
に、一刻も早く核兵器禁止条約の締約国となるように要請する意見
書を提出することを求める。

× × × × × ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 総 採　択

新型コロナウイルス感染拡大防止
のためにPCR検査を求める陳情書

①感染拡大防止のため、誰でも自由にPCR検査を受けられるよう、
規模を大幅に拡大すること、②検査は費用負担なく行うこと、③陽
性者が自宅待機とならないよう、療養体制を整備・拡充すること、
④費用は、十分な手立てを国、東京都に要請することを求める。

× × × × × × × × × ○ － ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 厚 不採択	
(議長裁決※)

小金井市都市計画の決定過程に問
題がないか調査を求める陳情書
（その１）

市議会は、市の都市計画道路や市民の財産権や生活権に直接影響す
る国の都市計画街路決定などをめぐる我々の調査で判明した異常
な事象について、独自に事実関係の調査・確認を行い、その結果を
速やかに広く市民に公表することを求める。

× × × × × × × 議 × ○ － ○ ○ × × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 建 不採択

小金井市都市計画の決定過程に問題がないか調査を求める陳情書（その１）について建設環境委員
会への再付託を求める動議（議員提案） × × × × × × × 議 × ○ － ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ × ○ × 即 否　決

小金井市都市計画の決定過程に問
題がないか調査を求める陳情書
（その２）

市議会は、都市計画決定をめぐる我々の調査で判明した異常な事象
についての独自の調査・確認を行い、手続過程の問題が判明した場
合、市長と行政に対し、基本計画の策定、都市計画マスタープラン
の改定をこれまで以上に慎重に行うよう要請することを求める。

× × × × × × × 議 × ○ － ○ ○ × × × × × ○ × ○ ○ × ○ 建 不採択

小金井市都市計画の決定過程に問題がないか調査を求める陳情書（その２）について建設環境委員
会への再付託を求める動議（議員提案） × × × × × × × 議 × ○ － ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ × × × 即 否　決

小金井市都市計画の決定過程に問
題がないか調査を求める陳情書
（その３）

市議会は、都市計画決定をめぐる我々の調査で判明した異常な事象
についての独自の調査・確認を行い、手続過程の問題が判明した場
合、東京都に対し、都市計画道路３・４・１１号線の都市計画道路事
業の計画見直しを要請することを求める。	

× × × × × × × 議 × ○ － ○ ○ × × × × × ○ × ○ ○ × ○ 建 不採択

小金井市都市計画の決定過程に問題がないか調査を求める陳情書（その３）について建設環境委員
会への再付託を求める動議（議員提案） × × × × × × × 議 × ○ － ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ × × × 即 否　決

小金井市都市計画の決定過程に問
題がないか調査を求める陳情書
（その４）

市議会は、都市計画決定をめぐる我々の調査で判明した異常な事象
について事実関係の調査・確認を行うとともに、市長と東京都知事
に対し、三鷹市、府中市、小平市、立川市等との違いの説明を含め
て、見解を表明することを要請することを求める。	

× × × × × × × 議 × ○ － ○ ○ × × × × × ○ × ○ ○ × ○ 建 不採択

小金井市都市計画の決定過程に問題がないか調査を求める陳情書（その４）について建設環境委員
会への再付託を求める動議（議員提案） × × × × × × × 議 × ○ － ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ × × × 即 否　決

小金井市都市計画の決定過程に問
題がないか調査を求める陳情書
（その５）

市議会は、都市計画決定をめぐる我々の調査で判明した異常な事象
についての独自の調査・確認を行い、手続過程の問題が判明した場
合、衆議院、参議院及び国土交通省に対し、事実関係の調査及び見
解の表明を求める意見書を提出することを求める。

× × × × × × × 議 × ○ － ○ ○ × × × × × ○ × ○ ○ × ○ 建 不採択

小金井市都市計画の決定過程に問題がないか調査を求める陳情書（その５）について建設環境委員
会への再付託を求める動議（議員提案） × × × × × × × 議 × ○ － ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ × × × 即 否　決

シルバー人材センターの赤字に対
し、市の補償を求める陳情書

リサイクル事業所の撤退及び貫井北町本部移転に伴い発生した費
用に関して、市が不足分を補償すること、また、市関係者をして、
独立団体の資産を消費せしめたとの疑義を今後生じさせないため、
同団体への市職員、市退職推薦人事を控えることを求める。

× × × × × × × 議 × ○ － ○ ○ × × × × × ○ × ○ × × × 厚 不採択

シルバー人材センターへの委託事業
において会員配分金の最低賃金保証
を求める陳情書

シルバー人材センター会員への配分金支給単価には、東京都の最低
賃金を下回るものがあるため、シルバー人材センターへの委託事業
において、フェアトレードの理念に基づき、会員配分金が最低賃金
を保証するように是正することを求める。

× × × × × × × 議 × ○ － ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ × × × 厚 不採択

小金井市シルバー人材センター特
別会員理事辞任による市高齢者福
祉政策変更内容の説明を求める陳
情書

①特別会員理事兼現職市職員辞任による後任人事についてシルバ
ー人材センターとの協議内容及び進捗状況について知らせること、
②①がなされない場合、市の高齢者福祉施策への変更があったこと
となるため、政策的見地からの適切な説明をすることを求める。

× × × × × × × 議 × ○ － ○ ○ × × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 厚 不採択

理事候補選任において定数変更を
行ったことに対して特別会員理事
兼現市職員は関与したかを聞く陳
情書

令和３年６月２３日に予定されているシルバー人材センター総会に
向け、開催された理事候補者の選任について、会員が推薦した候補
者すべてが落選するような定数変更が行われたことに、現市職員兼
特別会員理事が加担しているか回答することを求める。

× × × × × × × 議 × ○ － ○ ○ × × × × × ○ × ○ × × ○ 厚 不採択

コミュニティ文化課所管施設管理
業務委託発注がフェアトレードの
理念に則して行われているかの確
認を求める陳情書

コミュニティ文化課所管施設管理業務委託において、現場で実際に
作業している方々の最低賃金が保証されているか、また、最低賃金
逃れ、偽装請負等の仕組みに縛られていないか調査を行い、仮にあ
った場合、是正することを求める。

× × × × × × × 議 × ○ － ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ × × × 総 不採択

市とシルバー人材センター間にあ
った交渉について聞く陳情書

市からの要請に基づく退去や移転に伴い、１,０００万円程度の赤字決
算となったシルバー人材センターに対し、市が前年度黒字分をあて
に、そこから経費負担してもよいだろうとの申入れを行ったとの噂
について、そのような事実があったかの確認を求める。

× × × × × × × 議 × ○ － ○ ○ × × × × × ○ × ○ × × × 厚 不採択

市が発注する委託事業においては
委託先作業者の最低賃金が保証さ
れるように配慮することを求める
陳情書

市の委託事業において、その業務の実質作業者に対して、最低賃金
相当額が保証されるような積算を行うことの徹底、また、委託事業
者にそれを履行させること、この２点に配慮した発注作業を行うこ
とを求める。

× × × × × × × 議 × ○ － ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ × × ○ 総 不採択

２財政援助団体の総会・評議員会
における事務局作業の調査を求め
る陳情書

小金井市体育協会及び小金井市シルバー人材センターの総会・評
議員会資料に係る内容変更の時系列並びに監査作業・理事会承認
があったかを確認した上で、それぞれの事務局が適切な作業を行っ
たかの調査を行うことを求める。

× × × × × × × 議 × ○ － ○ ○ × × × × × ○ × ○ × × × 厚 不採択

財政援助団体の監査を、より頻繁
に行うことを求める陳情書

不適切行為を未然に防ぐため、財政援助団体に対する監査を、巨額
財政援助団体については２年ごと、その他については４年ごとな
ど、より頻繁に行うことを求める。

× × × × × × × 議 × ○ － ○ ○ × × × × × ○ × ○ × × × 厚 不採択

「（仮称）小金井市気候非常事態宣
言」の発出に際し、ライフサイク
ルCO２概念を盛り込んで起草す
ることを求める陳情書

気候変動の脅威に対して、市が非常事態宣言の発出を決断したこと
は、誠に時宜を得たものであり、一市民としても名誉なことと考え
る。ついては、（仮称）小金井市気候非常事態宣言の草案に「ライ
フサイクルCO２」概念を明記するよう求める。

× × × × × × × 議 × △ － △ △ × × × × × × × ○ × × × 建 不採択

ワクチン接種者への報奨金支給制
度について研究・検討を求める陳
情書

①ワクチン未接種者を減らすため、接種者に報奨金支給制度導入の
研究・検討を行政と議会で行うこと、②研究・検討に当たり、未接
種者の意向調査等の科学的アプローチを行うこと、③導入に当た
り、財源を国、東京都、関係機関へ求める検討を行うことを求める。

× × × × × × × 議 × × － × × × × × × × × × ○ × × × 厚 不採択

小金井市議会が中央選管に対し国
政選挙の比例復活禁止を求める意
見書の提出を求める陳情書

令和３年１０月の衆議院議員選挙小選挙区について、小選挙区落選人
の立候補者が比例復活し、当選人となるものが多数いたことから、
国政選挙の小選挙区比例復活の禁止を求める意見書を総務省中央
選挙管理委員会に対し提出することを求める。

× × × × × × × 議 × × － × × × × × × × × × × × × × 総 不採択

小金井市の都市計画に関して国土
交通省の見解を照会し公表するこ
と等を求める陳情書

市議会は、市の都市計画関係の陳情５件を不採択としたが、委員会
では、建設省（現・国土交通省）及び市の顧問弁護士への問合せを
行っていないことが判明した。そのため、計画決定主体の建設省
（現・国土交通省）の見解を照会し、市民に公表することを求める。

× × × × × × × 議 × ○ － ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ × ○ 建 不採択

男女平等基本条例の理念を尊重し、小金井市の事業や後援を適切に行うことを求める陳情書の訂正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 即 承　認

【会派略称】	自：自由民主党・信頼の小金井　　み：みらいのこがねい　　共：日本共産党小金井市議団　　公：小金井市議会公明党　　お：小金井をおもしろくする会　　市：市民といっしょにカエル会
会：こがねい市民会議　　　　　　情：情報公開こがねい　　ネ：生活者ネットワーク　　　　気：元気！小金井　　　　　緑：緑・つながる小金井

※可否同数の場合、議長が可否を決定します。
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一 般 質 問

会
派
の
略
称

（自民党・信頼）　自由民主党・信頼の小金井
（み ら い）　みらいのこがねい
（日本共産党）　日本共産党小金井市議団
（公 明 党）　小金井市議会公明党
（こ が お も）　小金井をおもしろくする会
（市民カエル）　市民といっしょにカエル会

（市 民 会 議）　こがねい市民会議
（情 報 公 開）　情報公開こがねい
（生活者ネット）　生活者ネットワーク
（元気！小金井）　元気！小金井
（緑・つながる）　緑・つながる小金井

※原稿は市長部局の答弁も含めて各議員が作成しています。
ＱＲコードをスマートフォン等で読み取ると、YouTubeで
ご覧いただくことができます。

沖
浦
あ
つ
し

（
み
ら
い
）

新
庁
舎
・（
仮
称
）
新
福
祉

会
館
建
設
は
現
在
、
実
施
設
計

の
最
終
段
階
だ
が
、
工
事
着
工

へ
と
進
む
場
面
で
16
名
の
議
員

か
ら
市
長
へ
着
工
準
備
行
為
を

行
わ
な
い
こ
と
の
申
入
れ
が
あ

り
、
市
は
そ
れ
に
応
じ
、
中
断

し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
本
市

は
全
国
で
も
ま
れ
な
30
年
に
及

ぶ
賃
借
庁
舎
（
第
二
庁
舎
）
で
、

年
間
賃
料
２
億
３
千
500
万
円
の

更
な
る
長
期
化
の
懸
念
が
あ
る
。

再
始
動
の
際
、
そ
の
時
期
に
応

じ
た
建
設
工
事
費
の
積
算
に
時

間
と
費
用
が
か
か
る
。
資
材
高

騰
の
渦
中
に
一
定
期
間
待
つ
こ

と
の
大
き
な
効
果
は
見
込
め
な

い
。
一
方
、
現
本
庁
舎
の
老
朽

化
、
耐
震
性
等
の
問
題
も
顕
著

五
十
嵐
京
子

（
自
民
党
・
信
頼
）

❶
学
校
施
設
長
寿
命
化
計
画

に
よ
る
と
、
子
ど
も
達
の
教
育

の
場
と
共
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
核
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
へ
の
考

慮
な
ど
へ
の
対
応
も
必
要
と
あ

る
。
ア
時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
、

グ
ル
ー
プ
学
習
等
の
た
め
の
オ

ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
は
。

イ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と
し
て

の
場
所
の
確
保
は
。
ウ
多
摩
産

材
の
活
用
等
木
材
に
触
れ
る
機

会
を
増
や
す
検
討
は
。
エ
太
陽

光
発
電
等
地
球
環
境
対
策
へ
の

検
討
状
況
は
。
オ
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
場
は
。
全
体
の
ソ
フ

ト
面
で
の
教
育
環
境
の
在
り
方

の
検
討
が
遅
い
の
で
は
な
い
か
。

部
長
　
ア
文
部
科
学
省
の
新

し
い
時
代
の
学
び
を
実
現
す
る

清
水
が
く

（
自
民
党
・
信
頼
）

今
回
、
市
民
の
方
か
ら
ご
相

談
い
た
だ
い
た
こ
と
を
機
に
、

市
民
掲
示
板
、
広
報
掲
示
板
に

画
び
ょ
う
を
使
う
の
は
危
険
な

の
で
は
な
い
か
、
特
に
落
ち
て

い
る
も
の
を
よ
く
手
に
取
る

「
子
ど
も
」
に
と
っ
て
大
変
危

険
と
い
う
問
題
意
識
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
た
。
担
当
部
署
か
ら

は
、
掲
示
板
付
近
に
落
ち
て
い

る
画
び
ょ
う
に
よ
り
、
自
転
車

が
パ
ン
ク
し
た
、
散
歩
中
の
犬

が
画
び
ょ
う
を
踏
ん
で
し
ま
っ

た
と
い
う
被
害
が
出
て
い
る
と

の
こ
と
。
掲
示
板
使
用
ル
ー
ル

で
は
、
頭
部
が
平
ら
な
タ
イ
プ

の
画
び
ょ
う
の
使
用
は
極
力
避

け
て
い
た
だ
く
と
あ
る
。
こ
れ

は
、
頭
部
が
平
ら
な
画
び
ょ
う

学
校
施
設
の
在
り
方
に
つ
い
て

の
提
言
を
参
考
に
し
た
い
。
イ

様
々
な
状
況
を
踏
ま
え
て
検
討

し
た
い
。
ウ
事
業
の
進
捗
状
況

等
を
見
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

エ
省
エ
ネ
に
配
慮
し
た
施
設
を

目
指
し
た
い
。
オ
間
仕
切
り
は

可
変
性
の
あ
る
構
造
に
す
る
な

ど
の
検
討
を
し
て
い
る
。
そ
れ

ぞ
れ
の
学
校
に
適
用
し
た
形
で

対
応
し
て
い
き
た
い
。

❷
老
い
支
度
を
ス
ム
ー
ズ
に
。

超
高
齢
社
会
に
あ
っ
て
ひ
と
り

暮
し
や
高
齢
者
二
人
だ
け
の
家

庭
が
増
え
て
い
る
こ
と
を
考
え
、

少
し
背
中
を
押
す
よ
う
な
形
で

高
齢
者
の
し
お
り
に
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
を
入
れ
な
い
か
。

部
長
　
大
変
有
意
義
な
取
組

で
あ
る
と
認
識
し
、
準
備
を
し

て
い
き
た
い
。

で
あ
る
。
ア
４
階
建
て
現
本
庁

舎
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
な
く
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
環
境
か
ら
著
し

く
逸
脱
し
て
い
る
。
設
置
し
な

い
理
由
は
。イ
現
本
庁
舎
は
、大

規
模
修
繕
も
な
く
築
55
年
が
経

過
し
、
既
に
耐
震
不
足
の
診
断

結
果
が
あ
る
。
地
震
で
立
入
禁

止
等
に
な
っ
た
場
合
、
影
響
が

出
る
市
の
災
害
対
応
業
務
は
。

部
長
　
ア
現
本
庁
舎
は
既
存

不
適
格
建
築
物
で
、
全
体
の
大

規
模
改
修
が
必
要
と
な
り
、
建

物
の
構
造
や
経
費
の
面
で
困
難

と
判
断
。
イ
防
災
行
政
無
線
を

利
用
し
た
都
と
市
の
情
報
の
送

受
信
や
市
民
へ
の
情
報
発
信
が

で
き
な
く
な
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。
ご
家
庭
の
防
災
情
報
サ

ー
ビ
ス
専
用
端
末
（
戸
別
受
信

機
）
に
も
影
響
が
あ
る
。

が
地
面
に
落
ち
た
際
に
針
が
上

向
き
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を

防
ぐ
た
め
と
の
こ
と
だ
が
、
私

は
市
民
の
安
全
安
心
、
そ
し
て

落
ち
て
い
る
も
の
を
触
っ
て
し

ま
う
「
子
ど
も
」
の
安
全
を
守

る
た
め
に
も
、
頭
部
が
プ
ラ
ス

テ
ィ
ッ
ク
製
の
画
び
ょ
う
を
使

用
す
る
よ
う
ル
ー
ル
化
す
べ
き

と
考
え
る
。

私
と
し
て
は
、
ゆ
く
ゆ
く
は
、

掲
示
板
に
は
画
び
ょ
う
を
使
わ

な
い
こ
と
を
目
指
す
べ
き
と
考

え
る
。
大
き
な
事
故
が
発
生
し

て
し
ま
う
前
に
、
市
に
は
強
く

対
応
を
求
め
る
。

市
長
　
恐
ら
く
私
が
聞
い
た

中
で
は
初
め
て
の
ご
提
案
で
、

い
い
ご
提
案
を
い
た
だ
い
た
と

思
っ
て
い
る
。
今
後
の
対
応
を

ぜ
ひ
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

岸
田
正
義

（
み
ら
い
）

❶
コ
ロ
ナ
禍
で
日
常
を
奪
わ

れ
た
高
齢
者
が
集
う
通
い
の
場

の
支
援
が
急
務
。
コ
ロ
ナ
禍
で

状
況
は
変
わ
り
高
齢
者
の
健

康
・
命
を
守
る
点
か
ら
も
優
先

利
用
に
つ
い
て
早
急
な
対
応
を

求
め
る
。
ア
集
会
施
設
の
高
齢

者
優
先
利
用
を
認
め
る
べ
き
。

イ
市
民
以
外
の
利
用
で
市
民
が

利
用
で
き
な
い
現
状
を
是
正
す

べ
き
。
多
摩
26
市
で
22
市
が
取

扱
い
に
差
が
あ
り
、
市
民
の
優

先
利
用
を
検
討
す
べ
き
。

部
長
　
ア
重
要
な
地
域
課
題

で
あ
る
。
会
場
確
保
を
所
管
部

署
に
相
談
し
た
が
難
し
い
。
イ

検
討
課
題
で
あ
る
。

❷
存
続
危
機
に
あ
る
中
学
校

部
活
動
に
必
要
な
部
活
動
指
導

員
に
つ
い
て
６
月
以
降
の
検
討

状
況
を
問
う
。
ア
任
期
３
年
か

ら
５
年
の
見
直
し
は
。
イ
１
校

１
人
の
人
数
制
限
の
見
直
し
は
。

ウ
入
学
後
の
創
部
だ
と
１
年
を

棒
に
振
る
こ
と
に
な
り
、
６
年

生
の
声
を
事
前
に
聴
く
べ
き
。

エ
地
域
人
材
を
活
用
し
て
子
ど

も
た
ち
が
主
体
的
に
創
り
上
げ

る
部
活
動
を
待
つ
多
く
の
地
域

の
声
が
あ
る
。
教
育
委
員
会
が

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
持
っ
て
生

徒
や
学
校
と
地
域
人
材
を
つ
な

げ
る
役
割
を
果
た
す
べ
き
。

部
長
　
ア
今
年
度
中
に
改
定
。

イ
各
学
校
か
ら
の
要
望
を
基
に

調
整
。
ウ
６
年
生
の
声
に
学
校

は
真
摯
に
耳
を
傾
け
検
討
す
る
。

教
育
長
　
エ
地
域
と
と
も
に

学
校
教
育
を
進
め
て
い
く
体
制

を
着
実
に
構
築
し
て
い
く
。

吹
春
や
す
た
か

（
自
民
党
・
信
頼
）

❶
狛
江
市
で
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
者
の
葬
儀
に
か

か
る
感
染
対
策
費
用
へ
の
補
助

制
度
を
導
入
し
た
。
市
で
も
こ

の
制
度
を
導
入
し
な
い
か
。

課
長
　
狛
江
市
で
の
制
度
は

承
知
し
て
い
る
。
葬
儀
に
当
た

っ
て
防
護
服
や
消
毒
な
ど
の
費

用
が
か
か
り
、
40
万
円
か
ら
50

万
円
の
感
染
対
策
費
用
が
追
加

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
費
用
の
２

分
の
１
を
20
万
円
を
上
限
に
助

成
す
る
制
度
で
あ
る
。
令
和
３

年
の
９
月
議
会
で
可
決
さ
れ
た

が
、
遡
っ
て
令
和
３
年
１
月
以

降
に
亡
く
な
っ
た
市
民
に
適
用

し
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て
は

狛
江
市
の
事
例
を
参
考
と
し
、

同
様
の
制
度
の
創
設
に
つ
い
て

村
山
ひ
で
き

（
み
ら
い
）

❶
農
地
保
全
と
活
用
に
つ
い

て
。
ア
市
が
生
産
緑
地
を
買
い

取
っ
た
際
、
２
分
の
１
を
補
助

す
る
都
制
度
を
活
用
せ
よ
。
イ

市
民
農
園
増
設
と
愛
称
募
集
を
。

ウ
防
災
協
力
農
地
を
使
っ
た
防

災
訓
練
や
イ
ベ
ン
ト
の
検
討
を
。

部
長
　
ア
財
政
負
担
に
加
え
、

特
定
生
産
緑
地
へ
の
申
請
が
な

か
っ
た
生
産
緑
地
は
小
規
模
な

農
地
が
点
在
し
て
お
り
、
市
民

農
園
な
ど
に
適
し
て
い
る
か
精

査
が
必
要
で
あ
る
。
イ
継
続
し

て
取
り
組
み
、
検
討
す
る
。
ウ

相
談
が
あ
れ
ば
農
地
所
有
者
と

丁
寧
な
調
整
を
図
る
。

❷
安
心
し
て
長
く
住
み
続
け

る
た
め
に
。ア
親
と
同
居
・
近
居

す
る
た
め
に
自
宅
を
購
入
し
市

外
か
ら
移
り
住
む
子
育
て
世
代

へ
の
補
助
制
度
を
。
イ
ふ
れ
あ

い
収
集
事
業
は
単
身
高
齢
者
世

帯
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
は
対

象
に
な
っ
て
い
な
い
。
特
例
と

し
て
分
別
の
免
除
を
検
討
で
き

な
い
か
。
ウ
ネ
ッ
ト
を
使
え
な

い
人
を
生
ま
な
い
よ
う
に
す
る

努
力
が
必
要
。
市
イ
ベ
ン
ト
で

使
い
方
教
室
を
開
催
し
て
は
。

部
長
　
ア
低
所
得
者
な
ど
の

住
宅
確
保
要
配
慮
者
に
向
け
た

施
策
を
優
先
し
た
い
。
イ
対
象

要
件
か
ら
外
れ
る
方
で
も
丁
寧

な
面
接
、
聞
き
取
り
等
を
通
じ

て
実
態
を
把
握
し
認
定
し
て
い

る
。
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
が
入
っ
て

い
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、

ご
み
の
分
別
も
お
手
伝
い
い
た

だ
い
て
い
る
。
ウ
実
施
機
関
等

と
も
相
談
の
上
で
調
整
し
た
い
。

は
研
究
を
続
け
た
い
。

❷
大
地
震
が
発
生
し
、
本
市

も
被
災
地
に
な
っ
た
場
合
の
ト

イ
レ
の
重
要
性
を
考
え
、
マ
ン

ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
設
置
訓
練
を

重
点
的
に
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

部
長
　
災
害
時
に
お
け
る
ト

イ
レ
の
確
保
は
大
変
重
要
で
あ

り
、
適
切
な
ト
イ
レ
環
境
の
整

備
の
た
め
の
訓
練
に
つ
い
て
は

支
援
し
て
い
き
た
い
。

議員は、議案を審議・議決する以外に、市政全般にわた
り、市長や行政機関などに対し、質問することができます。
市政の運営や方針などについての質問や政策提案を行い、

市の見解を求めることをいいます。

議会Ｑ＆Ａ
Ｑ　一般質問はいつ行われるの？
Ａ　原則 3月、6月、９月、12月の年 4回の定例会で行います。

Ｑ　質問時間はどのくらい？
Ａ　 1人 1回おおむね 1時間以内です。

Ｑ　傍聴はできるの？
Ａ　�だれでも傍聴できます。当日、議会事務局で傍聴の手続
をしてください。

一般質問とは

学
校
の
長
寿
命
化
計
画
／

老
い
支
度
を
ス
ム
ー
ズ
に

庁
舎
建
設
の
着
工
中
断
は

誰
の
た
め
に
も
な
ら
な
い

高
齢
者
の
集
会
施
設
利
用
と

部
活
動
対
策
を
問
う

安
全
安
心
の
た
め
画
び
ょ
う

を
使
わ
な
い
掲
示
板
を

農
地
を
守
り
活
か
す
に
は
／

高
齢
者
施
策
の
充
実
を

コ
ロ
ナ
補
助
制
度
導
入
／

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
訓
練

訓練で設置されたマンホールトイレ
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湯
沢
綾
子

（
自
民
党
・
信
頼
）

ア
直
近
の
市
民
意
向
調
査
で
、

重
要
度
が
高
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
満
足
度
が
低
い
問
題
項
目
と

さ
れ
た
の
が
「
ご
み
と
ま
ち
の

美
化
」「
財
政
・
財
務
」そ
し
て

「
幼
児
教
育
」
で
あ
る
。
幼
児

教
育
の
重
要
性
が
広
く
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
今
、
市
は
市

民
満
足
度
の
低
さ
を
何
が
原
因

と
考
え
、
ど
う
改
善
す
る
の
か
。

イ
市
の
幼
児
教
育
の
認
識
が
幼

稚
園
関
係
の
み
に
留
ま
っ
て
い

る
の
は
問
題
だ
。
勿
論
幼
稚
園

に
対
す
る
支
援
対
応
は
し
っ
か

り
行
う
べ
き
だ
が
、
子
育
て
世

代
に
と
っ
て
幼
児
教
育
は
幼
稚

園
だ
け
を
意
味
し
な
い
。
先
進

市
の
研
究
は
し
て
い
る
か
。
ウ

児
童
館
等
で
の
幼
児
教
室
の
開

遠
藤
百
合
子

（
自
民
党
・
信
頼
）

❶
聴
覚
障
が
い
者
の
方
々
へ

の
支
援
の
輪
を
広
げ
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
更
な
る
支
援
の
在

り
方
に
つ
い
て
。
ア
新
生
児
聴

覚
検
査
は
、
先
天
性
聴
覚
難
聴

の
早
期
発
見
、
早
期
療
養
の
た

め
、
生
後
50
日
以
内
に
行
う
検

査
で
あ
る
。
現
状
と
今
後
を
問

う
。
イ
新
生
児
聴
覚
検
査
実
施

後
の
フ
ォ
ロ
ー
体
制
は
。
ウ
聴

覚
障
が
い
者
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
支
援
は
。

部
長　

ア
平
成
15
年
か
ら
実

施
し
て
い
る
。
イ
検
査
結
果
に

よ
り
保
健
師
か
ら
連
絡
を
入
れ

て
フ
ォ
ロ
ー
の
必
要
な
家
庭
の

把
握
に
努
め
て
い
る
。
ウ
自
立

生
活
支
援
課
窓
口
に
手
話
通
訳

者
を
月
曜
９
時
か
ら
13
時
ま
で

水
谷
た
か
こ

（
こ
が
お
も
）

全
国
研
究
大
会
で
三
鷹
市
の

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

（
以
下
「
Ｃ
Ｓ
」）
か
ら
ス
ク

ー
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
」
を

聞
い
た
。
当
市
の
取
組
を
問
う
。

ア
研
修
は
し
て
い
る
か
。
イ
推

進
を
担
当
す
る
職
員
が
必
要
で

は
な
い
か
。
ウ
将
来
は
中
学
校

単
位
で
の
Ｃ
Ｓ
が
望
ま
し
い
と

考
え
る
が
、
当
市
は
小
学
校
と

中
学
校
の
学
区
に
ず
れ
が
あ
る
。

学
区
見
直
し
の
進
捗
は
。
エ
子

ど
も
に
と
っ
て
１
年
は
大
き
い
。

部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て

の
議
論
を
急
い
で
ほ
し
い
。
オ

１
校
当
た
り
の
予
算
が
小
平
市

は
45
万
円
、
当
市
は
７
万
８
千

500
円
で
あ
り
、
拡
充
を
求
め
る
。

教
育
長
の
総
括
的
見
解
は
。

及
び
木
曜
13
時
か
ら
17
時
ま
で

配
置
し
、
そ
れ
以
外
は
第
二
庁

舎
１
階
、
２
階
及
び
保
健
セ
ン

タ
ー
に
多
言
語
対
応
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
設
置
し
て
い
る
。

❷
令
和
３
年
10
月
に
公
共
建

築
物
等
に
お
け
る
木
材
の
利
用

の
促
進
に
関
す
る
法
律
が
改
正

さ
れ
た
。
多
摩
産
材
の
利
用
拡

大
に
関
す
る
市
の
考
え
は
。

部
長　

公
共
建
築
物
等
へ
の

導
入
は
慎
重
に
検
討
し
て
い
る

が
、
都
の
補
助
事
業
や
森
林
環

境
譲
与
税
を
活
用
し
、
利
用
促

進
に
努
め
て
い
き
た
い
。

市
長　

公
共
施
設
等
の
改
修

等
、
市
民
の
見
え
る
場
所
、
触

れ
る
場
所
へ
の
多
摩
産
材
の
利

用
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

■
そ
の
他
、
口
腔
ケ
ア
施
策
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

催
は
本
市
で
も
実
現
可
能
で
は

な
い
か
。
公
民
館
で
も
小
学
生

以
上
を
対
象
と
す
る
教
育
事
業

は
あ
る
が
、
幼
児
期
は
切
れ
目

と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

部
長　

ア
幼
稚
園
児
の
保
護

者
の
負
担
軽
減
や
、
幼
稚
園
の

空
調
の
整
備
等
を
補
助
す
る
な

ど
環
境
充
実
に
努
め
て
き
た
。

イ
幼
児
教
育
・
保
育
セ
ン
タ
ー

の
開
設
、
児
童
館
に
て
幼
児
教

育
事
業
や
講
演
会
を
実
施
す
る

な
ど
の
事
例
が
あ
る
。
ウ
現
在

の
児
童
館
の
事
業
で
も
幼
児
教

育
に
通
じ
る
内
容
は
か
な
り
人

気
が
あ
り
、
今
後
の
課
題
と
し

た
い
。
図
書
館
の
お
は
な
し
会

も
未
就
学
児
の
参
加
が
増
え
て

い
る
。
公
民
館
で
の
幼
児
を
対

象
と
し
た
取
組
の
実
施
も
検
討

し
て
い
く
。

部
長　

ア
１
校
で
実
施
し
た
。

校
長
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
て
相
談

に
応
じ
、
手
引
の
配
布
や
事
例

紹
介
を
し
て
い
る
。
イ
各
校
の

課
題
に
対
し
て
は
、
指
導
室
と

生
涯
学
習
課
が
支
援
し
て
い
く
。

ウ
提
案
は
有
意
義
だ
が
、
学
区

の
見
直
し
は
早
急
な
対
応
が
難

し
い
が
、
検
討
し
て
い
く
。
エ

文
化
系
部
活
動
も
含
め
、
地
域

人
材
を
活
用
し
た
取
組
を
Ｃ
Ｓ

で
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

教
育
長　

オ
子
ど
も
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
、
学
校
と
地
域

が
一
体
と
な
っ
て
、「
こ
う
あ
る

べ
き
」
で
は
な
く
、「
ど
う
す

る
か
」
を
共
に
考
え
て
い
く
べ

き
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
ス
ク

ー
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
る
。

■
そ
の
他
、
子
ど
も
の
権
利
の

日
の
制
定
等
を
提
案
し
ま
し
た
。

宮
下　

誠

（
公
明
党
）

千
葉
県
で
起
き
た
通
学
路
の

事
故
を
受
け
、
国
は
通
学
路
等

に
お
け
る
安
全
確
保
を
緊
急
対

策
と
し
て
打
ち
出
し
て
い
る
。

ア
第
四
小
学
校
の
通
学
路
に
つ

い
て
課
題
を
確
認
し
た
い
。
坂

下
の
庚
申
塚
通
り
か
ら
弁
天
橋

へ
抜
け
る
道
に
つ
い
て
、
朝
の

登
校
時
間
帯
に
車
両
通
行
が
あ

り
、
貨
物
車
も
通
る
こ
と
か
ら
、

住
民
よ
り
危
険
性
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
改
善
し
な
い
か
。
イ

教
育
長
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

と
り
、
関
係
各
課
と
連
携
し
て

安
全
対
策
を
進
め
な
い
か
。

部
長　

ア
当
該
道
路
は
、
以

前
、
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
の
指
定

を
検
討
し
た
が
、
地
域
住
民
の

全
て
の
方
か
ら
の
了
承
が
必
要

で
あ
り
、
実
現
で
き
な
か
っ
た
。

同
校
の
通
学
路
に
は
、
横
断
歩

道
が
無
く
、
車
の
誘
導
を
含
む

見
守
り
が
必
要
な
場
所
が
あ
る
。

こ
う
し
た
所
で
は
資
格
を
持
つ

専
門
誘
導
員
が
い
る
事
業
者
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
教
育
委

員
会
と
と
も
に
検
討
を
進
め
る

に
当
た
り
、
新
た
な
事
業
委
託

も
選
択
の
一
つ
に
な
る
。

教
育
長　

イ
千
葉
県
の
事
故

を
聞
き
、
真
っ
先
に
思
い
出
し

た
の
が
指
摘
さ
れ
た
坂
下
地
域

の
道
路
だ
っ
た
。
当
該
道
路
の

拡
幅
な
ど
、
根
本
的
な
解
決
が

難
し
い
面
も
あ
り
、
今
後
は
ソ

フ
ト
面
、
子
ど
も
の
安
全
を
図

る
た
め
に
、
教
育
委
員
会
と
し

て
各
課
・
各
機
関
と
連
携
し
て
、

子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
第
一
に

考
え
た
取
組
を
推
進
し
た
い
。

た
ゆ
久
貴

（
日
本
共
産
党
）

気
候
危
機
と
呼
ぶ
べ
き
異
常

気
象
が
世
界
中
で
起
こ
っ
て
い

る
。
国
連
は
、
２
０
３
０
年
ま

で
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を

２
０
１
０
年
比
で
45
％
削
減
し
、

２
０
５
０
年
ま
で
に
実
質
ゼ
ロ

を
達
成
で
き
な
い
と
、
世
界
の

平
均
気
温
の
上
昇
を
産
業
革
命

前
に
比
し
て
１
・
５
度
ま
で
に

抑
え
込
む
こ
と
が
で
き
な
い
こ

と
を
表
明
し
て
い
る
。
大
気
中

の
温
室
効
果
ガ
ス
が
一
定
濃
度

を
超
え
て
し
ま
う
と「
後
戻

り
」
で
き
な
く
な
り
、
悪
化
を

止
め
ら
れ
な
い
と
い
う
破
局
的

な
事
態
に
陥
っ
て
し
ま
う
。
責

任
あ
る
取
組
が
必
要
で
あ
る
。

ア
気
候
非
常
事
態
宣
言
に
、
２

０
３
０
年
に
二
酸
化
炭
素
の
排

古
畑
俊
男

（
元
気
！
小
金
井
）

ア
東
町
五
丁
目
か
ら
南
北
に

通
じ
る
小
金
井
３
・
４
・
11
号

線
道
路
計
画
は
、
現
在
ま
で
東

京
都
の
説
明
に
よ
る
と
一
案
と

し
て
、
野
川
を
跨
ぐ
橋
梁
方
式

で
周
知
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
場

合
、
恒
久
的
に
道
路
構
造
物
が

存
在
し
て
し
ま
う
た
め
、
道
路

周
辺
の
自
然
環
境
だ
け
で
は
な

く
、
地
域
の
方
々
が
守
っ
て
き

た
広
範
囲
の
動
植
物
生
態
系
に

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。

市
街
化
区
域
に
あ
り
な
が
ら
、

貴
重
な
自
然
環
境
を
有
す
る
小

金
井
市
に
お
い
て
、
今
後
ど
の

よ
う
に
保
全
し
て
い
く
の
か
。

イ
東
京
都
作
成
の
小
金
井
３
・

４
・
11
号
線
概
略
検
討
に
よ
る

と
、
道
路
構
造
案
と
し
て
、
橋

白
井　

亨

（
こ
が
お
も
）

女
性
管
理
職
比
率
に
つ
い
て
、

ア
３
年
前
に
も
取
り
上
げ
た
が
、

何
が
変
わ
っ
た
の
か
。
イ
主
任

職
と
係
長
職
の
昇
任
試
験
申
込

率
は
平
成
29
年
度
が
ピ
ー
ク
で

あ
る
。
実
態
調
査
を
提
案
し
た

が
、
な
ぜ
３
年
も
か
か
っ
た
の

か
。
ウ
な
ぜ
女
性
管
理
職
比
率

そ
の
も
の
を
目
標
数
値
設
定
し

な
い
の
か
。
エ
女
性
管
理
職
を

外
部
登
用
し
て
は
ど
う
か
。

部
長　

ア
役
職
別
に
占
め
る

女
性
職
員
の
割
合
は
課
長
職
で

20
％
、
部
長
職
は
０
％
で
あ
り
、

割
合
が
低
い
の
が
現
状
で
大
き

な
課
題
で
あ
る
。
イ
こ
の
間
、

女
性
職
員
を
対
象
と
し
た
キ
ャ

リ
ア
研
修
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

実
態
調
査
は
今
年
度
中
実
施
に

梁
、
掘
割
、
ト
ン
ネ
ル
の
３
案

を
示
し
て
い
る
が
、
近
隣
の
高

圧
線
鉄
塔
の
位
置
状
況
か
ら
考

え
る
と
橋
梁
案
は
難
し
い
。
ま

た
隣
接
す
る
二
枚
橋
グ
ラ
ウ
ン

ド
も
使
え
な
く
な
る
。
こ
れ
ら

を
踏
ま
え
て
市
民
の
道
路
建
設

に
係
る
合
意
形
成
を
図
る
べ
き
。

部
長　

ア
ク
リ
ー
ン
野
川
作

戦
な
ど
に
お
い
て
、
生
物
多
様

性
の
認
知
を
図
る
取
組
や
市
全

域
の
自
然
環
境
を
調
査
し
、
生

態
系
の
構
造
や
機
能
を
把
握
し
、

市
民
へ
啓
発
を
進
め
て
い
く
。

市
長　

イ
小
金
井
３
・
４
・

11
号
線
の
必
要
性
は
認
識
し
て

い
る
。
３
つ
の
道
路
構
造
案
に

つ
い
て
は
、
議
員
の
見
解
を
聞

い
た
。
今
後
と
も
東
京
都
の
動

向
を
注
視
し
、
必
要
に
応
じ
て

対
応
す
る
。

向
け
準
備
中
で
あ
る
。
ウ
管
理

職
比
率
を
上
げ
る
た
め
に
昇
任

の
対
象
と
な
る
係
長
職
、
そ
の

１
つ
下
の
主
任
職
を
増
や
す
必

要
が
あ
り
、
そ
の
昇
任
試
験
の

申
込
率
が
低
い
こ
と
が
一
番
の

課
題
で
あ
る
。
エ
外
部
登
用
の

趣
旨
は
認
識
し
て
い
る
が
、
そ

れ
は
課
題
解
決
へ
の
対
応
が
目

的
で
あ
り
、
総
合
的
に
判
断
し

て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

出
量
を
２
０
１
０
年
比
で
50
％

か
ら
60
％
ま
で
削
減
す
る
こ
と

を
目
指
す
と
掲
げ
る
べ
き
で
は

な
い
か
。
イ
地
球
温
暖
化
対
策

地
域
推
進
計
画
の
削
減
目
標
が

２
０
３
０
年
ま
で
に
２
０
１
３

年
度
比
26
％
削
減
と
低
い
が
、

２
０
１
０
年
比
で
50
％
か
ら
60

％
ま
で
削
減
す
る
と
い
う
目
標

に
、
ま
た
同
時
に
２
０
５
０
年

に
実
質
ゼ
ロ
と
い
う
目
標
に
改

定
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

部
長　

ア
掲
げ
て
い
な
い
。

イ
２
０
２
３
年
以
降
に
検
討
を

行
え
れ
ば
と
考
え
る
。

■
そ
の
他
、
住
宅
用
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
機
器
等
普
及
促
進
補
助
の

拡
充
や
、
公
共
施
設
で
の
太
陽

光
パ
ネ
ル
の
普
及
な
ど
省
エ
ネ

の
更
な
る
取
組
を
求
め
ま
し
た
。

小
林
正
樹

（
公
明
党
）

❶
図
書
館
に
対
す
る
市
民
の

期
待
は
大
き
い
。
ア
多
く
の
方

に
触
れ
て
頂
け
る
よ
う
図
書
の

貸
出
期
間
、
貸
出
冊
数
に
つ
い

て
他
市
に
倣
っ
て
見
直
さ
な
い

か
。
イ
市
所
蔵
以
外
の
本
の
オ

ン
ラ
イ
ン
予
約
を
行
わ
な
い
か
。

ウ
学
校
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で

も
読
書
が
出
来
る
よ
う
全
小
中

学
生
に
こ
が
ね
い
電
子
図
書
館

利
用
カ
ー
ド
を
配
布
し
な
い
か
。

エ
公
立
小
中
学
校
の
図
書
館
を

一
般
に
開
放
し
な
い
か
。

部
長　

ア
シ
ス
テ
ム
更
新
時

に
検
討
す
る
。
イ
電
話
予
約
が

可
能
な
こ
と
を
周
知
す
る
。
ウ

児
童
書
の
コ
ン
テ
ン
ツ
数
が
少

な
い
。
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

読
書
の
幅
が
広
が
る
期
待
も
で

き
る
が
、
健
康
へ
の
影
響
も
懸

念
さ
れ
る
。
エ
学
校
と
地
域
の

接
点
が
増
え
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
の
充
実
も
期
待
さ
れ

る
が
、
管
理
上
の
課
題
が
生
じ
、

実
行
す
る
際
に
は
課
題
の
洗
い

出
し
が
必
要
と
な
る
。

❷
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
。

ア
高
架
下
を
活
用
し
た
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設

を
整
備
し
な
い
か
。
イ
部
活
を

含
め
た
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
在
り

方
や
、
中
心
と
な
る
組
織
の
構

築
に
つ
い
て
も
ス
ポ
ー
ツ
推
進

協
議
会
で
検
討
い
た
だ
く
べ
き
。

部
長　

ア
市
内
の
高
架
下
は

大
変
に
狭
く
、
不
向
き
で
あ
る
。

教
育
長　

イ
そ
の
と
お
り
。

■
そ
の
他
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
負
担
軽
減
に
よ
る
充
足

に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

聴
覚
障
が
い
の
あ
る
方
々

へ
の
更
な
る
支
援
を

幼
児
教
育
の
推
進
を

通
学
路
の

安
全
対
策
に
つ
い
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

で
部
活
動
等
の
議
論
を

野
川
周
辺
の
自
然
と
都
の

道
路
構
造
検
討
に
つ
い
て

市
の
意
思
決
定
や
議
論
の

場
は
男
女
比
率
50
対
50
に

気
候
危
機
に
対
す
る

責
任
あ
る
取
組
を

市役所管理職女性職員比率、審議会委
員、女性議員比率の現状（本人作成）

本
に
親
し
め
る
ま
ち
に
／

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
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安
田
け
い
こ

（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

❶
文
科
省
は
各
教
育
委
員
会

に
校
則
の
見
直
し
を
要
請
し
た
。

ツ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
禁
止
や
下
着
の

色
等
理
由
が
理
解
で
き
ず
、
理

不
尽
に
感
じ
て
い
る
生
徒
が
い

る
。
学
校
生
活
に
必
要
な
ル
ー

ル
を
教
員
と
生
徒
が
共
に
考
え

る
場
が
必
要
で
は
な
い
か
。

教
育
長　

校
長
会
に
お
い
て

令
和
４
年
度
の
方
針
で
校
則
の

見
直
し
に
本
気
で
取
り
組
む
こ

と
を
示
し
た
。
子
ど
も
と
教
員

が
十
分
熟
議
を
し
、
校
則
を
改

善
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

❷
国
は
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ

ク
チ
ン
の
積
極
的
勧
奨
再
開
を

決
め
た
が
、
副
反
応
の
治
療
法

は
確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
協
力

医
療
機
関
も
十
分
に
機
能
し
て

森
戸
よ
う
子

（
日
本
共
産
党
）

ア
生
活
に
困
っ
て
い
る
女
性

へ
の
支
援
策
と
し
て
生
理
用
品

の
無
償
配
布
を
要
求
し
て
き
た

が
、
第
二
庁
舎
で
の
配
布
等
、

配
布
場
所
を
増
や
さ
な
い
か
。

イ
ス
ト
ー
カ
ー
被
害
に
遭
っ
た

女
性
に
対
す
る
小
金
井
市
の
対

応
は
不
十
分
で
あ
る
。
き
め
細

や
か
な
対
応
を
求
め
る
。
ウ
横

須
賀
市
が
実
施
し
て
い
る
ひ
と

り
暮
ら
し
高
齢
者
の
終
活
支
援

事
業
や
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

の
登
録
制
度
を
実
施
し
、
死
後

の
手
続
を
支
援
す
る
制
度
を
つ

く
ら
な
い
か
。
そ
の
た
め
に
社

会
福
祉
協
議
会
の
体
制
を
強
化

し
な
い
か
。
エ
議
会
の
意
思
に

基
づ
き
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
所
を

復
活
さ
せ
、
更
な
る
ご
み
の
減

片
山
か
お
る

（
市
民
カ
エ
ル
）

ア
65
歳
以
上
の
障
が
い
者
は

介
護
保
険
に
移
行
さ
せ
て
い
る

の
か
。
Ａ
Ｌ
Ｓ
な
ど
24
時
間
介

護
が
必
要
な
場
合
、
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
が
基
本
で
は
。
イ
Ａ

Ｌ
Ｓ
当
事
者
に
引
越
し
や
施
設

入
所
を
強
要
し
て
な
い
か
。
重

度
訪
問
介
護
の
時
間
増
を
認
定

し
な
い
ま
ま
本
人
は
亡
く
な
っ

て
い
る
。
市
の
判
断
ミ
ス
、
事

故
で
は
な
い
か
。
市
の
責
任
は
。

ウ
引
継
ぎ
が
な
い
ま
ま
相
談
支

援
員
が
不
在
に
な
る
こ
と
は
あ

る
の
か
。
エ
気
管
切
開
し
な
い

と
24
時
間
の
重
度
訪
問
介
護
は

利
用
で
き
な
い
の
か
。

部
長　

ア
事
情
に
よ
っ
て
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
支
給
す
る
。

イ
手
元
に
資
料
が
な
い
の
で
答

量
を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

部
長　

ア
本
庁
舎
及
び
第
二

庁
舎
な
ど
配
布
で
き
る
よ
う
に

検
討
し
て
い
き
た
い
。
イ
利
用

者
の
側
に
立
っ
た
丁
寧
な
対
応

を
基
本
と
し
、
関
係
機
関
、
庁

内
関
係
各
課
と
連
携
し
、
対
応

し
て
い
き
た
い
。
ウ
現
在
、
権

利
擁
護
セ
ン
タ
ー
で
安
心
生
活

サ
ポ
ー
ト
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

令
和
４
年
４
月
を
目
処
に
任
意

後
見
・
老
い
支
度
相
談
を
創
設

す
る
準
備
を
進
め
て
い
る
。
体

制
に
つ
い
て
は
新
た
な
事
業
と

合
わ
せ
て
強
化
し
て
い
き
た
い
。

エ
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
リ
サ
イ

ク
ル
事
業
所
を
開
設
す
る
こ
と

は
考
え
て
い
な
い
。
大
型
家
具

等
の
補
修
事
業
や
リ
ユ
ー
ス
等

の
製
品
を
売
る
こ
と
は
進
め
る
。

い
な
い
と
し
て
薬
害
訴
訟
が
起

こ
さ
れ
て
い
る
。
東
村
山
市
、

小
平
市
で
接
種
者
の
追
跡
調
査

を
行
っ
た
結
果
、
重
篤
な
被
害

の
報
告
が
あ
っ
た
。
こ
の
状
況

を
軽
く
見
る
べ
き
で
な
い
。
対

象
者
本
人
は
性
交
渉
が
発
症
の

原
因
と
な
る
こ
と
や
病
気
に
つ

い
て
の
知
識
、
検
診
の
大
切
さ

に
つ
い
て
の
情
報
を
十
分
に
与

え
ら
れ
な
い
ま
ま
保
護
者
の
判

断
で
接
種
す
る
こ
と
に
な
る
。

子
ど
も
達
へ
早
期
の
適
切
な
教

育
や
情
報
提
供
が
必
要
。
ま
た
、

自
治
体
の
責
任
と
し
て
被
接
種

者
の
追
跡
調
査
を
行
う
べ
き
。

部
長　

本
市
で
副
反
応
の
審

議
案
件
は
な
い
。
独
自
の
検
証

は
考
え
て
い
な
い
。
情
報
提
供

等
含
め
医
師
会
や
教
育
委
員
会

と
連
携
し
対
応
を
検
討
す
る
。

弁
で
き
な
い
。
ウ
答
弁
で
き
な

い
。
担
当
に
確
認
す
る
。

課
長　

エ
個
別
の
要
件
と
は

理
解
し
て
な
い
。

市
長　

イ
要
望
書
は
読
ん
だ
。

気
持
ち
は
受
け
止
め
た
い
。
担

当
と
情
報
共
有
す
る
。

■
そ
の
他
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン 

の
副
反
応
へ
の
対
応
と
未
接
種

者
や
感
染
者
へ
の
差
別
を
な
く

す
こ
と
を
質
問
し
ま
し
た
。

斎
藤
康
夫

（
市
民
会
議
）

空
家
対
策
は
全
国
的
な
課
題

で
あ
る
が
、
地
域
の
特
性
に
適

し
た
対
策
が
必
要
で
あ
る
。
そ

の
進
捗
状
況
を
問
う
と
と
も
に

小
金
井
市
の
特
性
に
あ
っ
た
対

策
を
提
案
す
る
。
単
に
空
家
を

減
少
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
福

祉
、
歳
入
増
、
生
涯
学
習
の
観

点
か
ら
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

ア
倒
壊
等
著
し
く
保
安
上
危
険

と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
等
の
特

定
空
家
の
認
定
作
業
の
進
捗
状

況
は
。
イ
空
家
の
発
生
原
因
に

は
、
相
続
で
取
得
し
て
も
、
他

に
居
住
す
る
住
宅
が
あ
る
、
病

院
・
施
設
な
ど
に
入
所
し
た
等
、

で
あ
り
、
二
世
帯
住
宅
が
建
設

可
能
で
あ
れ
ば
避
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
容
積
率
の
緩
和
な
ど

で
二
世
帯
住
宅
の
推
奨
を
す
べ

き
。
ウ
空
家
を
市
内
各
地
の
集

会
所
と
し
て
活
用
す
べ
き
。

部
長　

ア
特
定
空
家
の
認
定

基
準
が
概
ね
ま
と
ま
っ
た
段
階

で
あ
り
、
認
定
作
業
は
ま
だ
行

っ
て
い
な
い
。
イ
用
途
地
域
指

定
方
針
に
よ
り
適
時
見
直
す
と

し
て
い
る
。
ま
た
、
都
市
計
画

道
路
の
整
備
に
伴
う
用
途
地
域

の
変
更
を
検
討
す
る
。
ウ
市
内

各
地
に
集
会
所
の
配
置
が
望
ま

し
い
と
い
う
ご
意
見
は
あ
る
。

い
た
だ
い
た
ア
イ
デ
ア
を
参
考

に
す
る
。

■
そ
の
他
、
高
齢
者
、
障
が
い

者
等
、
入
居
制
限
さ
れ
て
い
る

方
の
受
け
皿
と
な
る
、「
住
宅

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
・
東
京

さ
さ
エ
ー
ル
住
宅
の
活
用
状
況

に
つ
い
て
」
を
質
問
し
ま
し
た
。

坂
井
え
つ
子

（
緑
・
つ
な
が
る
）

❶
市
役
所
本
庁
舎
・
西
庁
舎

の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
100
%

に
つ
い
て
。
ア
概
要
の
説
明
を
。

イ
単
年
度
契
約
だ
が
継
続
し
、

他
の
公
共
施
設
に
も
広
げ
な
い

か
。部

長　

ア
温
室
効
果
ガ
ス
の

削
減
効
果
は
、
年
間
約
109
t
、

杉
の
木
８
千
本
の
二
酸
化
炭
素

年
間
吸
収
量
に
相
当
す
る
。
市

公
共
施
設
全
体
の
約
２
％
程
度

で
、
金
額
で
は
年
間
約
100
万
円

の
増
を
見
込
ん
で
い
る
。
今
後

も
取
組
の
推
進
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。
イ
１
年
間
実
施
し
た

後
に
導
入
効
果
及
び
料
金
負
担

に
つ
い
て
検
証
し
た
い
。

❷
小
金
井
市
気
候
非
常
事
態

宣
言
に
つ
い
て
。
教
育
長
連
名

水
上
洋
志

（
日
本
共
産
党
）

❶
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
や
２
０
２
５
年
問
題

な
ど
に
対
応
す
る
た
め
に
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
ア
在
宅
医

療
と
介
護
の
連
携
支
援
体
制
の

強
化
が
必
要
で
は
な
い
か
。
イ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
に
フ
ァ
ス
ト
ド
ク
タ
ー
制

度
を
求
め
る
。
ウ
自
宅
療
養
者

へ
の
医
師
等
の
支
援
と
介
護
事

業
所
と
の
連
携
体
制
の
構
築
を

求
め
る
。

部
長　

ア
訪
問
看
護
や
訪
問

診
療
の
確
保
が
必
要
と
の
認
識

は
共
有
し
て
い
る
。
イ
充
実
し

て
い
く
課
題
で
あ
る
と
医
師
会

と
も
共
通
認
識
し
て
い
る
。
ウ

訪
問
看
護
連
絡
会
と
医
師
会
と

渡
辺
大
三

（
情
報
公
開
）

❶
多
摩
26
市
で
公
共
施
設
整

備
基
金
を
持
っ
て
い
な
い
の
は

小
金
井
市
だ
け
と
い
う
こ
と
が

私
の
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。

早
急
に
設
置
す
べ
き
だ
。
時
期

的
目
標
を
持
っ
て
作
業
を
進
め

て
い
る
の
か
。

部
長　

で
き
る
だ
け
早
い
時

期
に
基
金
の
在
り
方
を
検
討
し
、

関
係
課
と
協
議
し
た
い
。

❷
駅
至
近
に
駐
輪
場
を
確
保

し
よ
う
。
ア
武
蔵
小
金
井
北
第

１
駐
輪
場
（
708
台
／
稼
働
率

96
・
２
％
）
が
12
月
30
日
を
も

っ
て
閉
鎖
さ
れ
、
悲
鳴
が
上
が

っ
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
中
央
線
高
架

下
に
一
時
貸
し
駐
輪
場
を
確
保

し
、
ま
た
、
小
金
井
街
道
沿
い

の
高
架
下
歩
道
に
一
時
貸
し
駐

の
協
議
で
調
整
し
て
い
く
課
題

は
あ
る
。

❷
生
活
が
大
変
な
市
民
へ
の

支
援
の
強
化
を
求
め
る
。
ア
納

税
猶
予
者
へ
の
生
活
再
建
型
の

親
身
な
対
応
を
求
め
る
。
イ
無

料
低
額
診
療
を
広
げ
る
周
知
・

意
向
調
査
な
ど
を
行
わ
な
い
か
。

ウ
住
民
税
非
課
税
世
帯
へ
の
給

付
金
で
対
象
外
と
な
る
方
に
支

援
を
求
め
る
。
エ
年
末
年
始
の

相
談
窓
口
を
開
設
す
べ
き
。

部
長　

ア
丁
寧
な
対
応
を
し

て
い
き
た
い
。
イ
意
向
調
査
な

ど
は
難
し
い
。
ウ
受
け
止
め
た

い
。
エ
新
た
な
開
設
は
行
わ
ず
、

年
末
年
始
に
限
ら
ず
、
土
日
等

閉
庁
日
と
同
じ
対
応
と
し
た
い
。

■
そ
の
他
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高

齢
者
の
見
守
り
事
業
の
強
化
を

求
め
ま
し
た
。

輪
場
を
置
く
こ
と
が
で
き
な
い

か
。
イ
東
小
金
井
駅
北
口
ロ
ー

タ
リ
ー
の
北
側
は
、
い
ず
れ
は

駅
前
公
園
に
な
る
予
定
で
あ
る
。

そ
の
地
下
空
間
を
活
用
し
て
駐

輪
場
を
整
備
で
き
な
い
か
。

部
長　

ア
高
架
下
の
小
金
井

街
道
東
側
の
敷
地
活
用
に
つ
い

て
は
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
駐

輪
場
の
確
保
を
お
願
い
し
て
い

る
。
高
架
下
の
歩
道
に
つ
い
て
、

民
間
の
所
有
地
で
あ
る
の
で
許

可
等
が
必
要
に
な
る
。
イ
議
員

か
ら
提
案
が
あ
っ
た
地
下
駐
輪

場
は
非
常
に
有
効
で
あ
る
と
考

え
る
。
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
検
討

し
、
研
究
課
題
と
さ
せ
て
い
た

だ
く
。
な
お
、
仮
に
公
園
用
地

の
地
下
に
整
備
し
た
場
合
、
概

算
で
約
千
300
台
ほ
ど
の
収
容
台

数
に
な
る
。

の
宣
言
は
お
そ
ら
く
国
内
初
で

あ
る
。
教
育
長
の
意
気
込
み
を
。

教
育
長　

宣
言
発
出
を
受
け
、

意
思
と
意
欲
の
醸
成
を
図
る
必

要
が
あ
る
。
教
育
委
員
会
と
し

て
ハ
チ
ド
リ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

推
進
し
て
い
く
。
南
ア
フ
リ
カ

に
古
く
か
ら
伝
わ
る
ハ
チ
ド
リ

の
ひ
と
し
ず
く
と
い
う
話
が
あ

る
。
環
境
教
育
も
、
正
に
ひ
と

し
ず
く
だ
が
、
し
っ
か
り
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

渡
辺
ふ
き
子

（
公
明
党
）

❶
コ
ロ
ナ
禍
で
が
ん
検
診
の

受
診
率
は
３
割
減
少
し
、
早
期

発
見
が
遅
れ
て
い
る
。
今
こ
そ

健
康
と
命
の
大
切
さ
を
子
ど
も

達
に
知
ら
せ
る
授
業
が
必
要
。

ア
が
ん
教
育
に
お
い
て
は
医
師

や
が
ん
経
験
者
等
、
外
部
講
師

を
積
極
的
に
活
用
し
授
業
を
充

実
さ
せ
な
い
か
。
イ
治
療
に
よ

っ
て
頭
髪
が
抜
け
た
り
乳
房
を

失
う
等
、
外
見
上
の
変
化
に
悩

む
患
者
に
対
し
ウ
イ
ッ
グ
や
補

整
具
へ
の
補
助
を
行
わ
な
い
か
。

ウ
人
権
問
題
で
も
あ
る
Ｂ
型
肝

炎
訴
訟
に
つ
い
て
厚
生
労
働
省

の
副
読
本
を
活
用
し
な
い
か
。

部
長　

ア
コ
ロ
ナ
以
前
、
医

師
会
か
ら
先
生
を
講
師
に
招
い

て
授
業
を
行
っ
た
。
今
後
の
が

ん
教
育
に
つ
い
て
も
外
部
講
師

推
進
の
方
向
性
で
協
議
を
行
っ

て
い
る
。
イ
が
ん
患
者
等
へ
の

福
祉
的
支
援
と
し
て
、
職
場
へ

の
復
帰
や
治
療
と
並
行
し
て
の

支
援
に
も
つ
な
が
る
。
導
入
に

向
け
て
、
先
進
市
の
状
況
な
ど

調
べ
た
い
。
ウ
中
学
３
年
生
の

社
会
科
等
で
基
本
的
人
権
の
尊

重
な
ど
多
面
的
に
学
ん
で
い
る
。

学
校
か
ら
活
用
の
相
談
が
あ
れ

ば
手
続
を
行
い
た
い
。

❷
地
域
共
生
社
会
を
目
指
し
、

障
が
い
者
・
障
が
い
児
施
策
の

充
実
の
た
め
、
不
足
し
て
い
る

児
童
発
達
支
援
事
業
所
、
特
別

支
援
学
校
卒
業
後
の
生
活
介
護

事
業
所
や
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

の
充
実
、
確
保
を
行
う
べ
き
。

部
長　

課
題
と
認
識
し
て
い

る
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
を

実
現
で
き
る
小
金
井
へ

校
則
に
つ
い
て
／
Ｈ
Ｐ
Ｖ

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
慎
重
に

空
家
対
策
の

進
捗
状
況
を
問
う

Ａ
Ｌ
Ｓ
当
事
者
が

生
き
る
た
め
の
支
援
を

生
活
が
大
変
と
な
る

市
民
へ
の
親
身
な
支
援
を

公
共
施
設
基
金
を
創
設
し

計
画
的
な
基
金
積
立
を

再
エ
ネ
100
％
電
力
の
継
続
と

他
施
設
へ
の
拡
充
を

議会がある本庁舎も再エネ100%に

イ
ト
ー
・
タ
ー
リ
さ
ん
の
記
事
が

掲
載
さ
れ
た
「
ふ
ぇ
み
ん
」
抜
粋

学
校
教
育
の
現
場
で

「
い
の
ち
の
教
育
」を
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賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

清
水
が
く
（
自
民
党
・
信
頼
）

北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
問
題
は
、
我

が
国
日
本
の
主
権
と
人
権
に
関
わ
る

極
め
て
重
要
な
問
題
で
あ
り
、
正
に

「
我
々
日
本
人
の
問
題
」
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
瞬
間
も
日
本
に
救
出

さ
れ
る
こ
と
を
待
ち
望
ん
で
い
る
拉

致
被
害
者
が
存
在
す
る
。
拉
致
問
題

は
過
去
の
出
来
事
で
は
な
く
、
紛
れ

も
な
く
現
在
進
行
形
の
問
題
で
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
北
朝
鮮
に
よ
る
日
本

人
拉
致
被
害
者
を
一
刻
も
早
く
、
か

つ
、
全
員
奪
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
小
金
井
市
議
会
か
ら
も
、
日
本

人
拉
致
問
題
の
早
期
解
決
を
政
府
に

強
く
求
め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

宮
下　

誠
（
公
明
党
）

本
議
員
案
に
お
け
る
着
眼
点
は
我

々
と
同
じ
で
あ
り
、
評
価
し
た
い
。

し
か
し
、
文
面
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

を
４
割
減
ら
し
云
々
と
書
か
れ
て
い

る
一
方
で
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
道

筋
は
全
く
示
さ
れ
て
い
な
い
。

他
方
、
国
と
し
て
は
様
々
な
課
題

は
あ
る
も
の
の
、
よ
り
高
い
目
標
を

掲
げ
、
脱
炭
素
化
に
向
け
具
体
的
に

動
き
出
し
て
い
る
。
公
明
党
は
、
政

策
総
動
員
で
再
エ
ネ
比
率
向
上
を
加

速
す
べ
き
で
、
新
た
な
発
電
技
術
も

含
め
た
研
究
開
発
の
成
果
を
社
会
実

装
し
つ
つ
、
再
エ
ネ
38
％
以
上
を
目

指
す
よ
う
国
会
で
主
張
し
て
い
る
。

北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人

拉
致
問
題
の
早
期
解
決
を

求

め

る

意

見

書

女性差別撤廃条約選択議定書の
早急な批准を求める意見書

コロナ禍で脆弱な立場に置かれやすい女性の視点に立ち、セクハラや
DV、性暴力、賃金格差、ひとり親の困窮等の問題解決と、ジェンダー平
等を実現し、全ての人の人権が尊重される社会のため、女性差別撤廃条約
選択議定書を速やかに批准するよう求める。

△ △ △ △ △ △ △ 議 △ ○ － ○ ○ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

人工妊娠中絶における配偶者同
意の撤廃を求める意見書

未婚やDV、性暴力による妊娠の場合、法にのっとった中絶で「配偶者の
同意」は不要と厚生労働省が全ての人に伝えること、母体保護法の中絶に
関する規定から「配偶者の同意」を削除すること、一人で産み、嬰児を救
えなかった女性に対し心と体のケアや保護の保障を求める。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ △ △ △ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 原案可決

国分寺崖線を分断する優先整備
路線について、社会情勢を踏ま
え抜本的に見直すことを求める
意見書

３・４・11号線予定地の環境調査で希少な動植物が多数確認された。身
近な自然環境はかけがえのないものであり、地球温暖化でその価値は更
に見直されるべきである。東京都に対し、優先整備路線２路線について、
昨今の社会情勢を踏まえ抜本的な見直しを強く求める。

× × × × × ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ × × × ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ 原案可決

文書通信交通滞在費の抜本的な
改正を求める意見書

国会議員に支給される文書通信交通滞在費について、その目的に沿った
金額の再検討や領収書の添付による使途の報告義務、使い残した費用の
返還等の運用について、国民に理解される制度改正が必要であり、制度の
抜本的な改正を求める。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

北朝鮮による日本人拉致問題の
早期解決を求める意見書

拉致被害者全員の即時一括帰国の実現を最重要課題とし、北朝鮮による
日本人拉致被害者全員を一刻も早く救出し、国際社会と結束をして、あら
ゆる外交手段に全力を尽くし、拉致問題の一刻も早い全面解決に向け全
力で取り組むことを日本政府に強く求める。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

同性婚の法制化を求める意見書

同性婚が認められないため、性的指向が同性に向く人々は、病院での面会
が認められないなど、親族同等の扱いを受けられない不利益を被ってい
る。パートナーシップ制度は評価するが、法的効力がなく解決できない
課題がある。法令改正を速やかに行うよう求める。

× × × × × ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ × × × ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ 原案可決

第６次エネルギー基本計画の見
直し、温室効果ガス削減目標の
引き上げと石炭火力発電の廃止
を求める意見書

政府の計画は、30年度の発電量の19％を石炭火力に、22％を原発でまかな
うとしている。日本が脱炭素、脱原発に責任を果たさないことは許され
ない。よって、第６次エネルギー基本計画を見直し、温室効果ガスの削減
目標の引き上げと石炭火力の廃止を求める。

× × × × × ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ × × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 原案可決

エッセンシャルワーカーの重要
性に鑑み、看護、介護、保育職
などの賃金の抜本的な引き上げ
を求める意見書

内閣が発表した看護、介護などの賃金引上策は、引上額が低く、９月まで
である。各団体から賃金水準、賃金体系を改善し、十分な収入増を実現す
る恒久的な措置の導入の声が上がっている。よって、賃金の抜本的な引
き上げを早急に実現することを求める。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

日本政府が核兵器禁止条約の第
１回締約国会議にオブザーバー
参加することを求める意見書

核兵器禁止条約により、核兵器がどのような場合でも禁止されるべき兵
器であることが明確になった。政府に対し、第１回締約国会議にオブザ
ーバーとして参加し、核兵器廃絶へのリーダーシップを発揮するととも
に、核兵器禁止条約の締約国となることを求める。

× × × × × ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 原案可決

新庁舎及び（仮称）新福祉会館
建設に関して、西岡市長に誠実
な対応を求める決議

市議会は、庁舎等建設が市民生活や市財政に与える悪影響に対する懸念
を繰り返し表明し、建設の基礎的与条件の見直しを含め抜本的コストダ
ウンを図ることを６回の議会決議で強く求めてきたが、市長は誠意ある
対応をしていない。よって、誠実な対応を求める。

○ ○ ○ ○ ○ × × 議 × ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ × 原案可決

【会派略称】�自：自由民主党・信頼の小金井　　み：みらいのこがねい　　共：日本共産党小金井市議団　　公：小金井市議会公明党　　お：小金井をおもしろくする会　　市：市民といっしょにカエル会
会：こがねい市民会議　　　　　　情：情報公開こがねい　　ネ：生活者ネットワーク　　　　気：元気！小金井　　　　　緑：緑・つながる小金井

○：賛成　×：反対　△：退席　－：欠席（病気療養）　議：議長（原則、採決には加わらず）
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意見書・決議の審議結果
※　可決された意見書は、国等への関係機関に送付しました。
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※紙面の都合により、審査案件の掲載は省略しています。

※�各委員会の審査案件は、
ＱＲコードをスマートフォ
ン等で読み取ると、ご覧
いただくことができます。

閉会中の委員会日程及び審査案件

※�委員会等の映像について
は、YouTubeで中継・録
画配信しています。

議会運営委員会
開催日時：１月11日（火）午前10時
　　　　　２月14日（月）午後２時
審査案件：４件

庁舎等建設及び公共施設
マネジメント推進調査特別委員会
開催日時：１月13日（木）午前10時
審査案件：10件

行財政改革推進調査特別委員会
開催日時：１月17日（月）午前10時
審査案件：１件

基本構想審査特別委員会
開催日時：１月28日（金）午前９時
審査案件：２件

建設環境委員会
開催日時：１月31日（月）午前10時
審査案件：12件

総務企画委員会
開催日時：２月１日（火）午前10時
審査案件：８件

厚生文教委員会
開催日時：２月７日（月）午前10時
　　　　　２月９日（水）午前10時
審査案件：10件
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小金井市議会基本条例（平成28年３月30日条例第23号）では、前文において、「地方分権の進展に伴い、地方公共団体の自己決定権が拡大
する中で、議会は、市民の視点に立ちつつ、議会としての自律性を高め、執行機関を監視し、政策を立案する活動を、より充実強化しなけれ
ばなりません。」と定めています。
今回ご紹介するのは、過去の議決記録から、議員が提案し可決された条例等について、電子データが残る平成８年以降を対象として抽出し

たものです。また、特に代表的な条例３件に関しては、要点説明を添えて紹介しています。

＊その他、議員の処遇に関わる条例が21議案
＊一部改正条例は除く

昭和の時代から市が進めてきた雨水浸透ますの
設置については、平成13年に設置率が世界一で

あることが評価され、第３回日本水大賞を受賞した。平成15年には
小金井市環境基本条例が制定され、環境に対する機運の高まりや、小
金井の名前の由来である地下水・湧水保全への関心が高まっていた。

市民共有の財産である地下水及び湧水を保全す
るため、市や事業者や市民の責務を記載し、雨水

の浸透あるいは貯留施設の利用を進めている。学識経験者等で構成
される地下水保全会議を設置し、地下水に影響のある工事の情報収
集に努めるとともに、みんなで地下水や湧水の保全を図る。

大規模な開発があって事業者
が地下水の調査をした場合、そ

の情報については地下水保全会議に報告され、情
報の共有が図られる。雨水浸透ますについては、
長い間着実に設置数を増やして世界一にまで到達
したものの、条例の中にうたわれることはなかっ
たが、この条例で初めて位置付けられた。

背景・経過

主な内容

成果

・�小金井市新型コロナウイルス
感染症対策基金条例（令和２
年６月23日）
・�小金井市議会基本条例（平成
28年3月28日）
・�小金井市アスベスト飛散防止
条例（平成25年３月６日）
・�小金井市食育推進基本条例
（平成25年３月７日）
・�小金井市私立幼稚園等園児保
護者補助金の交付に関する条
例（平成19年３月20日）

・�小金井市の地下水及び湧水を
保全する条例（平成16年３
月８日）
・�小金井市情報公開条例（平成
14年９月30日）
・�小金井市まちをきれいにする
条例（平成９年12月３日）
・�小金井市青少年の健全な育成
環境を守る条例（平成８年６
月22日）

１月28日（金）午後７時より小金井�宮地楽器ホールにて第６回議
会報告会を開催しました。新型コロナウイルス感染症の急拡大を受
け、予定を変更して意見交
換会は中止し、議会報告の
みを行いました。また、今
回初めてYouTubeライブ
配信し、会場でなくても報
告を聞けるよう手配しまし
た。ご出席頂いた方々や動
画をご視聴頂いた方々に感
謝申し上げます。

議会報告会を開催しました

否決を踏まえ、「住民投票資格者の10％以上が
住民投票の実施を求めた場合、市長も議会も実施

を拒否できない」との市民参加条例改正案が議員提案された。市議

平成20年度、武蔵小金井駅南口再開発ビルの
土地と床を購入して庁舎にするとの市長案に対

し、市民団体が「小金井市の市役所建設場所を選ぶ住民投票条例
案」を１万人以上の署名を添えて直接請求した。しかし、市議会は
この住民投票条例案を１票差で否決した。

会はこれを可決したが、市長が再議権（議決への拒否権）を行使し
たため、可決は無効になった。その後、「10％以上」を「13％以上」
に変更した上で、市民参加条例改正案が議員提案され、全会一致で
可決した。（平成21年３月14日）

本条例の可決後、市側は庁舎建設場所に関する
市民１万人アンケートを実施。回答者の６割超

が、武蔵小金井駅南口の再開発ビルではなく、蛇の目ミシン工場跡
地を選択したため、同地が建設予定地に定まった。

背景・経過

主な内容
成果

食育計画を実効あるものにして欲しいとの
市民の要請を受け、平成23年議員有志によ

る食育推進議員懇談会を発足。農業関係者・市民と共に、「江
戸東京野菜」による農業振興策、他市の施策を学び、条例案を
作成。条例(素案)について、市内関係団体へのアンケート、市
役所関係各課に対する意見聴取、シンポジウム開催などを実施
し、条例を制定した。

食育コーディ
ネーターを配置

し、市と関係団体の連携ができる
体制を確立。また小中学校の給食
への地場野菜の利用割合を高めて
いる。

食育の推進の活動を実践することにより、
自然の恩恵に対する感謝など食に関する理解

を深めるとともに、市、市民、教育関係者、福祉関係者、農業
関係者が連携し市民の健康を推し進めることなどを規定した。

背景・経過

主な内容

成果

※�当日の報告会の模様は
YouTubeでご覧になれ
ます。

※�資料等はQRコードを
スマートフォン等で読
み取るとご覧いただく
ことができます。

小金井市食育推進基本条例

小金井市市民参加条例（住民投票制度）

小金井市の地下水及び
湧水を保全する条例

可決した条例一覧（平成８年以降）

議員が提案した条例等について紹介します
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